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 コロナ感染防止にともなう緊急事態宣言により、県立高校では二学期の始業から分散登校と

オンライン授業を行うことになりました。県からの通知は８月１７日。翌週から二学期が始ま

る学校もあり、夏期休業中とはいえ現場には多くの戸惑いの声が上がりました。 

 先の通知によると「分散登校」とは、感染拡大防止の観点から「例えば、学年または学級を

２～３グループに分け、曜日や時間を指定して週２～３日程度登校させる」とのことです。生

徒の出席番号の奇数偶数で２分割する方法が多くの学校で採られているようですが、中には奇

数クラスと偶数クラスが交互に登校する学校や、学科や系列ごとに登校日が決められている学

校、男子と女子で登校日を分ける学校もあり、対応は様々です。週５日間のうち３日登校する

人と２日登校する人がいる場合は、２週間を一括りにして登校日をならす工夫も見られます。 

 そして、登校しない日の家庭学習のために、多くの学校でオンラインによる課題の配布や授

業のライブ配信を行うことになりました。 

 昨年度３～５月の休校期間の後、各校では分散登校を経験しているとはいえ、感染収束の目

途が見えない中で、これまでの学習を二学期以降どう継続するかの対処を急遽求められたので

す。９月３日付上毛新聞「県立高で遠隔授業 

学びの質維持に奮闘」の記事には、その対処の

仕方を含めた各校での様々な工夫や当面する

課題が紹介されました。ぐんま教育文化フォー

ラムでも、現在の学校現場を取材することで、

今後の検証に役立てたいと考えました。そこで、

上毛記事でも取り上げられ、県内公立高校とし

て現在最多の生徒が在籍する桐生高校（２８ク

ラス１１２０人）を取材することにしました。

さりげないスナップ写真のすてきな笑顔のように  

群馬の教育や文化の話題を普段着のまま紹介するシリーズ  

今年 4 月に開校した｢新｣桐生高校では、各種機材を用いて授業が行われていました。  

約半数の生徒が市松模様のように間隔を空けて座る 
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桐生高校を取材して 
 コロナ下での学校への訪問取材は困難と思

われましたが、フォーラムからの取材要請を

快く引き受けて下さったのは今年度から桐生

高校の教頭を務める星野亨先生で、取材日時

は９月８日午前１０時からの約１時間半でし

た。 

桐生高校では８月２６日から二学期が始ま

り、分散登校による授業が二週目を迎えてい

ました。以下に、星野教頭先生の説明をＱ＆

Ａ形式にまとめました。 

Ｑ．桐生高校では、授業はどのような形態で

実施していますか？ 

Ａ．出席番号の奇数偶数に二分して、全学年

生徒が分散登校です。月水金を奇数生徒、火

木を偶数生徒が登校する週と、その翌週はそ

の逆パターンで登校する週の２週で１セット

として、登校日数に偏りが出ないようにして

います。登校した生徒は、教室で机を一つず

つ空けて着席します。登校日ではない在宅の

生徒は、校時表通りに行われる授業に Google 

Meet(*1)を使ってオンラインで参加します。

チャット(*2)を使って出欠確認をします。登

校した生徒はこれまで通りの授業を受けます

が、教室内に設置したカメラとマイクで先生

の声や板書事項などが在宅生徒に送信される

ため、基本的には登校生徒と在宅生徒が同じ

授業を同時に受けていることになります。昨

年度の分散登校ではオンライン授業の環境が

整わなかったため、二分した生徒にそれぞれ

一回ずつ同じ授業をしていましたが、それで

は授業の進度や効率に大きな問題がありまし

た。また、教員の手元にあるパソコン内蔵の

カメラでは、黒板全体を撮影するのが困難で、

教員の姿や声など授業の様子を送信するのに

適していないことがわかりました。そのため、

今回の分散登校に際して、オンラインの環境

整備のために各教室に設置するマイク内蔵カ

メラと三脚の購入をいち早く決め、貸し出し

用ルーター３０台を用意しました。そのため、

現在では対面とオンラインの同時並行で授業

を実施できています。 

Ｑ．在宅生徒の出欠席の扱いについてはどう

なっていますか？ 

Ａ．県教委から通知された指針に従っていま

す。在宅生徒の出欠については「出席停止」

扱いとし、欠席にはなりません。個々の教科

ごとの欠課時数にもカウントされません。欠

課時数は指導要録では記入欄そのものがあり

ません。 

Ｑ．オンライン授業の実施割合はどのくらい

ですか？ 

Ａ．原則として、すべての授業で対面とオン

ラインの両方を同時に実施しています。会計

年度任用職員で授業を受け持っている先生に

は、常勤職員の支援チームが必要な支援をし

ています。 

Ｑ．現在の授業形態での課題はどのようなも

のがありますか？また、成果はどうですか？ 

Ａ．今は、あくまでこの緊急事態宣言の状況

下での特別な体制です。機材（カメラ・マイ

ク・プロジェクターなど）の整備を進めたこ

とによって、オンライン授業が実現していま

す。本来、本校では１校時を６０分で行って

いますが、これを現在は５０分で実施してい

ます。感染拡大防止の観点から下校時間を早

めるためです。一学期に実施していた始業前

５０分１コマの朝補習も現在は行っていませ

ん。 黒板には板書の他にプロジェクターの映像も 

耳
に
イ
ン
カ
ム
を
つ
け
て
授
業 
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現在、桐生高校は全学年２８クラスですが、

選択科目や学校設定科目などの授業で４０教

室ほどを常時使用して少人数での授業を展開

しています。それが分散登校によって、さら

に少人数での授業となっています。 

Ｑ．今回の分散登校によって教員への影響は

ありますか？ 

Ａ．今回の分散登校にともなうオンライン授

業を実現するのに、機器の使用に長けた数名

の教職員によって機器の整備と使用方法に関

する支援体制を確立できたことが大きかった

と実感しました。実は、学校と生徒の端末を

結ぶオンラインのテストのようなものを夏休

み中に行っていて、問題点などがある程度把

握できていたことも、オンライン授業の実現

には役に立ったと思います。 

本校では、２０１９年に県下で一斉に導入

された校務支援システム「ぐんまスクールネ

ット(*3)」の導入パイロット校として、以前

から不具合解消のための提言を開発会社へ頻

繁に行ってきました。ＩＣＴ化にともなう学

校での業務の変革には、これからも対応して

ゆく必要があると思います。 

Ｑ．分散登校にともなう生徒のメンタル面で

の影響はありますか？ 

Ａ．クラス担任によるサポートが中心です。

感染拡大による休校という最悪の事態を防ぐ

ためにも、県の指針（欠席ではなく出席停止

扱い）を保護者に周知することは重要です。 

Ｑ．現在実施している上記以外のコロナ対策

はありますか？ 

Ａ．学校でのディスタンスの確保、検温等の

健康調査、こまめな手指消毒、黙食、部活動

の活動方針（大会前のみ計画・報告書提出し

て１時間半以内で実施）の励行などです。 

Ｑ．新桐生高校になったことによる変化はあ

りましたか？ 

Ａ．現在３年１０クラス・２年１０クラス・

１年８クラスの大所帯ですが、旧桐高・旧桐

女・新桐高の垣根をこえて一体となった学校

運営を竹内校長のもとで行っています。今ま

でに統合した学校にあるような新旧併設では

ありません。もちろん、大きな障害もなくス

ムーズに学校が回っているのは、統合に向け

たこれまでの周到な準備があってこその結果

だと思います。第 1 回の文化祭（紫鈴祭）を

実施（蔓延防止措置のため６月から７月に延

期して非公開で実施）することができて、新

桐生高校の出発を象徴する大きな第一歩とな

りました。 

Ｑ．その他として・・・ 

Ａ．先日行われたＳＳＨ(*4)講座で、講師の

大学教授の講演時、冒頭に通信容量越えによ

るアクシデントが発生したが、担当職員数名

が連携・協力した臨機応変の素早い対応によ

り事なきを得たことは、探究学習を行う生徒

の良き手本として講師より生徒に紹介されま

した。〈Ｑ＆Ａ ここまで〉 

 約一時間のインタビューの後、授業中の校

舎内を案内していただきました。説明のとお

り、半数ほどの生徒が間隔を空けて座り、プ

ロジェクターに映し出された問題や板書事項

を見ながら授業を受けています。机上のパソ

コンを操作する生徒やインカムをつけて授業

をする先生の姿も見られました。机を寄せ合

って学習するグループワークができないの

で、生徒全員が前方を向いています。新高校

開設により増築された新校舎では、授業の規

模や使用法によって教室の大きさを自由に変

えられるパーティションが設置されていま

す。異なるデザインの制服を着た生徒が同じ

教室でともに学ぶ様子に、新桐生高校の今の

姿を強く感じながら、取材を終えました。 

教室を自由にレイアウトできる新校舎 
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《語註》 

＊１＝生徒のパソコン(ChromeBook）に入っている

Google の会議用ソフト。在宅で授業に参加する生徒

たちと教室の先生を結ぶ。 

＊２＝授業を視聴しながら短文を送受信する機能 

＊３＝生徒の学籍・成績・出欠管理や調査書作成など

の校務全般を一括して行う県内汎用のクラウドシス

テム。 

＊４＝スーパーサイエンスハイスクール。文部科学

省が科学技術や理科・数学教育を重点的に行う高校

を指定する制度。桐生高校は２００７年度から指定。 

各校の状況は？・・・ 

 桐生高校では比較的スムーズに分散登校とオンラ

イン授業が行われているようでしたが、そのような学

校ばかりではないことが、フォーラムに寄せられた声

からわかりました。二学期開始早々に届いたそのうち

のいくつかを紹介します。 

◆来週から２学期です。夏休み中にオンライン授業の

研修会は受けたものの、実際にしてみないと分かりま

せん。９月１２日以降もずっと分散・リモートなので

はないかと感じている職員が多いようです。（中毛） 

＊就職試験が９月１６日から始まるので、面接練習等

もあり、分散登校ですが始まってすぐにあわただしく

なります。（北毛） 

◆来週から始まるオンライン授業では、ChromeBookを

使って個々の授業を約半数の在宅の生徒に同時配信

する予定です。教卓の前に置いた端末で録画・録音し、

Google meetで配信するのですが、うまくいくかやっ

てみなければわかりません。（西毛） 

◆多くの他の先生は、教室で半分登校の生徒と対面

で、半分はオンラインで、端末の内蔵カメラを利用し

て授業をハイブリッドでしているようです。黒板全体

を写すと文字が小さくなるので、一部だけを写してい

ると思われます。とてもやりにくいと思います。最初

のオンライン授業では、事前準備をしたにも関わらず

本番になってエラーが出たためたいへんに慌てまし

た。私は以前から、パワーポイントで授業をやってい

るので、カメラを使わずに画面共有で送信できれば教

室以上に在宅生徒には見やすいはずですが、テストし

てみると与えられた端末では「全く実用にならない表

示の遅さ」「フォント環境の違いで書式が崩れて読め

ない」という問題があり、結局プロジェクターで映し

出したものをカメラで撮影しています。端末の内蔵カ

メラの前に立つとスクリーンが見えなくなってしま

うので、授業を始めると端末の前には立てず、生徒の

様子も見られません。大きなモニタースクリーンが別

にあるといいのですが…。生徒の顔や反応を見なが

ら、授業を進めるという通常の授業の大原則が実行で

きないのが困ります。（中毛） 

◆まず出欠確認が大変。教室の生徒を確認し、他の生

徒がリモート画面に映っているか確認。欠席生徒の中

には出校停止扱いの発熱生徒やワクチン接種生徒も

いるので注意が必要。授業は教室生徒の方を主に進め

るしかないのですが、リモートの生徒にも気を配らな

ければならず、授業者の向く方向が分散してしまい、

生徒も実際聞いているか確認は難しい。生徒も自宅で

すから授業に集中するのは難しいだろうなぁ。（中毛） 

◆パソコンのインカメラで中継をすると黒板の真ん

中３分の１しか使えず不便です。自腹でカメラや三脚

を買いそろえ、より質の良い映像を伝達しようとして

いる方もいますが、本来、このようなものは学校で準

備するべきだと思います。（西毛） 

◆課題は、ＩＣＴ機器の不足です。プロジェクターが

全ての教室に設置されておらず、授業で使用したい場

合に使っていない場所から持って行くしかありませ

ん。そのため、オンライン授業では、生徒は基本的に

はカメラで写した板書を見ながら授業を受けます。文

字の大きさや光の加減などで上手く見えない生徒も

いたようで、授業後に板書を写真に撮り、クラスルー

ムに投稿するという方法で補いました。（西毛） 

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

 コロナに苦悩し奮闘するこのような先生たちの声

が渦巻く現在の学校で、校内ＩＣＴ担当をする深井宣

男先生（新田暁高校）から詳しい現状報告をいただき

ました。 

教室で各自のパソコンを使う生徒 
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コロナ禍の学校現場で 
思うこと 

深井宣男 新田暁高校 

２０２１年８月下旬、コロナ禍が拡大する中、

教員も生徒も（県教委も）手探りの状態で、分

散登校での２学期が始まりました。校内のＩＣ

Ｔ担当と教科（理科・生物）担当の眼から見た

学校の今を、雑駁に記します。 

生徒が取り残されないか心配 
学校の通信設備や学習端末（ChromeBook な

ど、以下端末と表記）が配備されて半年、各校

のＩＣＴ担当は苦労が絶えなかったと思いま

す。生徒への端末の配布、初期設定と基本アプ

リの使い方の説明、教員へのレクチャーも時間

のかかる仕事でした。そして本格的なリモート

が始まった今回、開始早々の通信障害です。想

定外と言えばそれまでですが、結局「やってみ

なくちゃ分からない」という状況だったわけで

す。家庭の状況も同様でした。スマホの普及も

あり、Wi-Fi 環境が整っている家庭が多いので、

事前調査ではリモート授業に支障のある生徒

は本校にはいないはずでした。ところが実際に

使い始めてみると、朝のＳＨＲや授業で Meet

（テレビ会議アプリ）に不参加や途中退出の生

徒がいて、なかなか全員揃いません。生徒も教

員も苦労しながらどうにかやっていますが、完

璧なリモートは難しいのが本校の現状です。人

数は多くはありませんが状況は千差万別なの

で、不参加授業の個別のフォローは困難ですし、

そういった生徒が取り残されないか心配です。

また、登校が散発的になるため、学校から気持

ちが離れてしまう生徒も出てきそうです。  

 教員アンケートからは別の心配も浮き彫り

になりました。登校した生徒とリモートの生徒

を同時に相手にする授業はとにかくやりにく

い。不慣れなせいもあるとは思いますが、授業

のポイントが絞りにくく、むしろ全員リモート

の方がやりやすい場合があるかもしれません。

リモートでは生徒の理解度が低いのではない

かと心配する声も多かったです。教室にいる時

に比べ、画面越しだと「油断」している生徒が

多いようにも見えます。 

生徒アンケートで見えること 

分散前の１学期末に実施した生徒アンケー

トでは、やる気が起きて理解しやすい授業形態

は「グループワーク」と「ＩＣＴの活用」が多

数意見でした。「グループワーク」については、

リモートであれば飛沫の心配なしに発言可能

ですが、教員側のスキルが壁となり、実現は簡

単ではありません。一方、「ＩＣＴ」の方は嫌で

も活用を迫られています。生徒にとっては、端

末を利用した学習はテレビやゲーム感覚で取

り組みやすいのかもしれません。学習へのハー

ドルが下がるのはアプローチの一つとしては

いいかもしれませんが、端末学習が内容の理解

や学力にどう結びつくのかについては疑問も

あります。１学期の定期テスト前に、端末で取

り組む練習問題を配信しました。生徒の反応は

良かったのですが、残念ながら、今までの生徒

よりテストの成績が向上したという手応えは

感じられません。まだまだ工夫が必要なようで

す。 

仮想体験と実体験は別物 
あらためて実物の強さを感じた事例もあり

ました。血液の学習の際、ザリガニを教室に持

ち込んで、腹部の血管を透かして青い血液を見

せました。生き物が苦手で遠巻きに見ている生

徒もいましたが、青い血は印象に残ったようで

す。写真や動画で見る仮想体験と実体験は、や

はり別物なのだと思います。 

教員のＩＣＴスキルが向上すれば、生徒の理

解度に応じた個別のアプローチが容易になる

のかもしれませんが、当面は手探りでもがく
、、、

状

況が続きそうです。生徒自身も、受け身だけで

は学校とつながれず、自分からアプローチする

ことを迫られます。大学生のように大人扱いす

ることはいいと思いますが、手厚いフォローが

必要な生徒がいるのも事実です。文字どおり、

学校と家庭、教員と生徒のつながり方
、、、、、

が、問わ

れているような気がします。(了) 
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この経験を未来に生かすために 
 学校現場では、未だ経験したことのない様々

な事態に生徒や先生は日々翻弄されています。

しかし、感染の波が繰り返し押し寄せる中で、

やり直しのきかないこの時期を過ごす生徒た

ちの学びを止めることは許されません。今回の

取材や各校から寄せられた情報にあるような

先生たちの苦悩と奮闘は、これからも当分続き

そうです。 

その一方で、いわば異常事態が続く今だから

こそ、教育を取り巻く多くの課題が顕在化し、

それに対する工夫や知見、成果が積み上がって

います。その一例として、全国の公立小中学校

の事務職員を対象とした「COVID-19 に関する

緊急アンケート」(２０２０年６・７月実施)の

調査結果がネット上で閲覧できます。 

(https://www.gakuji.co.jp/pdf/gakkojimu-

covid-19-enquete-2020.pdf)ここには学校現場

での対応・課題・工夫・成果等が詳しく記され

ています。ぜひご一読下さい。 

 オンライン授業の課題は、文科省「全国学力・

学習状況調査（２０２１年度）」からもうかがえ、

１０月７日付ニューズウイーク日本版「オンラ

イン授業の拡大を妨げる家庭のＩＴ環境格差」

（舞田俊彦）でも詳報されています。それによ

ると、２０２０年４月以降の臨時休校中、家庭

でのＩＣＴ学習に際して「家庭の端末、機器、

通信環境の不足で困ったという小学校の割合

を都道府県別に出すとかなりの差異がある」と

し、「家庭のリソース不足で悩んでいる学校の

割合は、地方で高い傾向にある。各県の県民所

得とマイナスの相関関係があり、子どもの貧困

の影響も透けて見える。」と分析しています。 

さらに、コロナ関連での「出席停止扱い」を

めぐり、推薦書類作成時の今になっても文科省

の指針が揺らいでいて、現場の混乱に拍車をか

けている有様です。 

 コロナ禍で「１人１台端末」の前倒し配布が

進み、授業などでの活用の場面も徐々に増えて

います。しかし、端末を学習材としてオンライ

ン授業などで使うに際しては、今回フォーラム

に寄せられた情報や上記の記事にある様々な

課題を克服する必要があります。そして、コロ

ナ収束後の学校でこの端末をどのように使っ

ていくかの検討も、これまでの課題や成果を検

証した上で、しっかりと進める必要があります。 

取材を終えて  
 ９月１３日に開かれた県教委９月定例会議で、教育委員の一人から県立高校のコロナ対応（分散

授業など）の状況を問われた担当課長が「数校に聞き取りをしたが順調に進行している」と回答す

るのを聞いて、唖然としました。普段、類似した調査を担当部署ごとに乱発し多忙な現場に即時回

答を求める県教委ですが、この点に関してはいたってのんきなもので、設置者としての当事者意識

が微塵も見えません。 

 その一方、７月の「ＧＩＧＡスクール構想に関する教育関係者へのアンケート」（デジタル庁実

施）の結果報告（https://www.digital.go.jp/posts/NL3lOB9E）では、全国からの現場の声を受け

て、「目指す学びの姿の欠如／提示不足 加えて、ＧＩＧＡスクール含む教育政策を評価・検証す

る仕組みが未整備であることも課題」(原文ママ)との分析結果を掲げました。これは、早くも暗礁

に乗り上げたＧＩＧＡスクール構想に対する、新規まき直し策の布石とも考えられます。「１人１

台端末」には今後の使い方次第で多様な可能性もありますが、「学びのツールの一つ」としての本

来の意義がどんどん肥大化し、端末を使うこと自体が目的化してしている現状もあり、たちまち陳

腐化する端末の更新問題とＢＹＯＤ（端末の自己調達）問題と併せて、課題と成果の記録と検証を

積極的に進めるべきです。そして、何より大切なのは、コロナ禍中でとかく見過ごされがちな子ど

もたちの声に私たち大人はもっと耳を傾けるべきだ、ということではないでしょうか。 

 最後に、毎日息つく暇もない校務を差し繰って取材や情報提供に応じて下さった多くの方々に、

この場をお借りして心よりお礼を申し上げます。      〈文責＝「育ちと学び」編集部〉 

https://www.gakuji.co.jp/pdf/gakkojimu-covid-19-enquete-2020.pdf
https://www.gakuji.co.jp/pdf/gakkojimu-covid-19-enquete-2020.pdf

